








 

未熟児網膜症は網膜の未熟性にもとづく疾患であり,極小未熟児のきわめて重

要な合併症である。網膜症の発生誘因としては,酸素の過剰が重要であることは

米国における網膜症の歴史をみれば明らかである。 

現在,未熟児の酸素療法での大きな問題は極小未熟児の無呼吸発作と呼吸障害

(RDS}の治療である。そこで今回はこれらの場合の網膜症の発生状況を検討し,

酸素療法の適正化の方向を考察してみた。 


